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対象畜種

豚

協議会構成員

畜産農家、伊佐農業協同組合、伊佐市、伊佐市水田農業
推進協議会、鹿児島県姶良・伊佐地域振興局農林水産部
大口支所、鹿児島県畜産協会

供試品種

タチアオバ　　1.0ha
ニシアオバ　　1.0ha

飼料用米生産面積

2.0ha

取組の概要

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者は組織に限定した栽培。
◆収穫物はﾗｲｽｾﾝﾀｰ（RC）に全量集荷
◆RCから配合飼料工場までの移送は、飼料会社の手配によ
り確保し実施。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
給与試験農家：２戸（黒豚放牧、白豚）

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■工場までの移送は、破袋等の事故もなく実施できました。
■生産現場については、食用米への混入防止のための①ほ
場②コンバイン③乾燥施設④保管のそれぞれの段階での
区分が重要と思われます。
■低価格であることから、流通コストの低減が課題であり、
そのためには、一定量を確保する必要があると思われま
した。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■嗜好性は良かったですが、発育に差はありませんでした。
しかし、脂肪質では、米給与豚の脂質が固めで色が白く
感じられるとの声がありました。

3．今後の飼料用米の取組予定などについて

■飼料用米普及のために必要なこと
1．適正な施肥基準の設定
収量および蛋白含量をあげるためには，窒素の多用が
必要だが、施肥過剰になると①倒伏②病害虫の発生③疾
病の発生につながるので、その限界値の設定が必要。
2．推進体制の整備
①飼料用米栽培と食用米栽培との所得差に見合う助成措置
②収穫後の流通加工（調整）体制の整備
3．食用米への混入防止
①ほ場　②コンバイン　③乾燥機　④籾摺り機

鹿児島県姶良・伊佐地域振興局農林水産部大口支所
杉山　　昇

鹿児島県 伊佐飼料用米利用組合

調査項目：①健康状態

②嗜好性

③肉質・脂肪質（色、しまり）

試験設計：


